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る課題の改善を目的に、長マクロパルス化の妨げとなっている Back- Bombardment 現象と
呼ばれる問題の解決を目的とした高周波三極管方式と、熱陰極からの光電子放出を利用するこ
とで長マクロパルス化に加えて高ピーク電流化も期待される熱励起補助光電子放出について、



















第 3 章では、Back- Bombardment 現象によってマクロパルス長が制限されるメカ
ニズムと、それに対する既存の改善策を論じ、Back- Bombardment 現象に対する新
たな解決法の開発が必要であることを述べている。  
























次に、候補陰極材料である LaB6および CeB 6について、光電子放出電流の、陰極
温度やドライブレーザの波長、強度への依存性を測定している。その結果、熱励起
補助による量子効率の向上を実証すると共に、その効果が比較的長波長のレーザに
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